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平成29・30・31年に新学習指導要領が改訂された
小学校

プログラミング的思考を育成

中学校
「計測・制御」・「ネットワークを利用した双方向性のあるコンテンツ」のプログラミング学習

高等学校
共通必履修科目「情報I」を新設

「情報I」の単元「コンピュータとプログラム」では
アルゴリズムを表現しプログラミングによってコンピュータや情報通信ネットワークの機能
を使う方法や技能を身に付ける
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I.I 概要
日本の情報教育の現状



2025年度より大学入学共通テストにおいて，プログラミ
ングに関する問題を含む教科「情報」が新設される

2025年度の出題形式
Ø 多肢選択式

Ø 数値や記号等で解答する形式
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I.I 概要
日本の情報教育の現状

試作問題「情報I」

https://www.dnc.ac.jp/albums/abm.php?d=511&f=abm00003277.pdf&n=6-2-1_%E8%A9%A6%E4%BD%9C%E5%95%8F%E9%A1%8C%E3%80%8E%E6%83%85%E5%A0%B1%E2%85%A0%E3%80%8F%E2%80%BB%E4%BB%A4%E5%92%8C4%E5%B9%B412%E6%9C%8823%E6%97%A5%E4%B8%80%E9%83%A8%E4%BF%AE%E6%AD%A3.pd


プログラミングにおける重要な能力

Ø プログラム実行後の標準エラーの解読・デバッグ対処能力

Ø アルゴリズムの組み立て能力

大学入試センター (DNC) ではCBTでの出題を検討
Ø その一環として対話的にプログラミングができるテストのためのプログラミン
グ問題PCI(CBP)モジュールを開発

Ø このCBPモジュールはプログラム実行環境を備えている
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I.I 概要
演習の目的



DNCが開発したCBPモジュール
Ø プログラム実行環境を備えている
Ø 採点方法が不十分

CBPでは採点方法がソースコードの完全一致のみ
Ø 異なる実装方法を評価できない
Ø アルゴリズムの違いを評価できない

本演習では採点方法の模索を行う
Ø 完全一致ではない採点方法の模索
Ø 複数の解答プロセスがある場合の採点の模索
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I.I 概要
演習の目的



平成29・30・31年に学習指導要領が改訂された

小・中・高等学校共通に

Ø 情報活用能力を言語能力と同等の

「学習の基盤となる資質・能力」と位置付け

Ø 学校のICT環境整備とICTを活用した学校活動の充実
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II.I 日本の情報教育の現状

情報科目の新学習指導要領に関する概要資料(mext.go.jp)

https://www.mext.go.jp/component/a_menu/education/micro_detail/__icsFiles/afieldfile/2019/05/21/1416331_001.pdf


小学校(2020年に実施)
Ø 文字入力など基本的な操作を習得

Ø プログラミング的思考の育成

中学校(2021年に実施)
Ø プログラミングの計測・制御

Ø ネットワークを利用した双方向性のあるコンテンツのプログラミング

高等学校(2022年に実施)
Ø 共通必履修科目「情報I」を新設
Ø プログラミングに加えネットワークやデータベースの基礎等を学習
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II.I 日本の情報教育の現状

情報科目の新学習指導要領に関する概要資料(mext.go.jp)

https://www.mext.go.jp/component/a_menu/education/micro_detail/__icsFiles/afieldfile/2019/05/21/1416331_001.pdf


2022年度の新学習指導要領では

高等学校の教科「情報」として

Ø 「情報I」を必修科目

Ø 「情報II」を選択科目

が新設された
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II.I 日本の情報教育の現状

高等学校学習指導要領(mext.go.jp)

https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/zyouhou/detail/mext_01831.html


2025年度大学入学共通テストにて新教科として
プログラミング等の「情報I」を範囲とした問題が
出題される予定になった

Ø 国立大学入試の多くが今後「5教科7科目」に情報科「情報I」加えた
「6教科8科目」を科すことを原則とする方針

Ø 私立大学入試の多くが今後「選択科目」に「情報I」を加える方針
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II.I 日本の情報教育の現状

情報Iセンター利用大(toshin.com)

https://www.toshin.com/shingaku_info/shinkatei/search.php


2025年度大学入学共通テストの新教科「情報」の範囲と
してプログラミング問題が検討されている

試作問題「情報I」
多肢選択式または数値や記号等で解答する形式

大学入試センターではCBTでの出題も検討

11

II.I 日本の情報教育の現状

試作問題「情報I」(dnc.ac.jp)

https://www.dnc.ac.jp/albums/abm.php?d=511&f=abm00003277.pdf&n=6-2-1_%E8%A9%A6%E4%BD%9C%E5%95%8F%E9%A1%8C%E3%80%8E%E6%83%85%E5%A0%B1%E2%85%A0%E3%80%8F%E2%80%BB%E4%BB%A4%E5%92%8C4%E5%B9%B412%E6%9C%8823%E6%97%A5%E4%B8%80%E9%83%A8%E4%BF%AE%E6%AD%A3.pd
https://www.dnc.ac.jp/albums/abm.php?d=511&f=abm00003277.pdf&n=6-2-1_%E8%A9%A6%E4%BD%9C%E5%95%8F%E9%A1%8C%E3%80%8E%E6%83%85%E5%A0%B1%E2%85%A0%E3%80%8F%E2%80%BB%E4%BB%A4%E5%92%8C4%E5%B9%B412%E6%9C%8823%E6%97%A5%E4%B8%80%E9%83%A8%E4%BF%AE%E6%AD%A3.pd
https://www.mext.go.jp/content/20211014-mxt_daigakuc02-000018441_9.pdf


II.II PBT・CBTとは

PBT（Paper Based Testing）

紙を用いて行われる試験
大学入学共通テスト、
全国学力・学習状況調査など
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CBT（Computer Based Testing）

コンピュータを用いて行われる試験
ＴＯＥＦＬ、情報処理技術者試験など

サンプル問題「情報」(mext.go.jp)

https://www.mext.go.jp/content/20211014-mxt_daigakuc02-000018441_9.pdf


2025年度の大学入学者共通テスト「情報I」は
PBT方式で行われる

プログラミング問題における大学入学共通テストでの問題点

Ø 紙上で表現できる問題形式でしか出題できない

Ø 多肢選択式の問題が主流であり解答に至る思考過程を
評価することが困難
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II.II PBT・CBTとは



2025年度大学入学共通テストからしばらくは、大学入試
センターはPBT方式で大学入学共通テストを行う方針

プログラミング問題におけるCBT活用の検討

Ø プログラム実行後の標準エラーの解読・デバッグ対処能力

Ø アルゴリズムの組み立て能力
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II.II PBT・CBTとは



大学入試センターはオープンソースのCBTプラットフォ
ーム(TAO)で大学入学共通テストのCBT方式の開発へ

TAOとは

Ø コンピュータを用いて試験や受験者の回答を評価する

Ø LTI規格・QTI規格に準拠していてテストの作成・管理ができる
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II.III TAOとは

TAOとは(taotesting.com)

https://www.taotesting.com/ja/user-guide/introduction/what-is-tao/


2022年5月1日にQTIのVersion3.0が公開

Portable Custom Interactions(PCI)への対応

独自に作成した試験形式を取り入れることが可能

QTI(Question & Test Interoperability)規格：LMSとテスト問題をつなぐインターフェース
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II.III TAOとは

QTI技術標準(imsjapan.org)

https://www.imsjapan.org/qti


2022年6月、大学入試センターはGitHub上に「プログラミ
ング問題PCIモジュール(CBP)」を公開
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II.IV CBPとは

大学入試センターにおいて調査研究したPCIについて(dnc.ac.jp)

https://www.dnc.ac.jp/albums/abm.php?d=340&f=abm00000253.pdf&n=%E5%A4%A7%E5%AD%A6%E5%85%A5%E8%A9%A6%E3%82%BB%E3%83%B3%E3%82%BF%E3%83%BC%E3%81%AB%E3%81%8A%E3%81%84%E3%81%A6%E8%AA%BF%E6%9F%BB%E7%A0%94%E7%A9%B6%E3%81%97%E3%81%9FPCI%E3%81%AB%E3%81%A4%E3%81%84%E3%81%A6.pdf


プログラミング問題PCIモジュール(CBP)とは
指定した内容のプログラムを「短冊」の並び替えによって
適したプログラムにする問題形式
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II.IV CBPとは

大学入試センターにおいて調査研究したPCIについて(dnc.ac.jp)

https://www.dnc.ac.jp/albums/abm.php?d=340&f=abm00000253.pdf&n=%E5%A4%A7%E5%AD%A6%E5%85%A5%E8%A9%A6%E3%82%BB%E3%83%B3%E3%82%BF%E3%83%BC%E3%81%AB%E3%81%8A%E3%81%84%E3%81%A6%E8%AA%BF%E6%9F%BB%E7%A0%94%E7%A9%B6%E3%81%97%E3%81%9FPCI%E3%81%AB%E3%81%A4%E3%81%84%E3%81%A6.pdf


作成したCBP問題の受験手順

1. 短冊型コード選択肢にある短冊を
ドラッグ&ドロップで「解答欄」へ

2. 実行を押すと実行結果が出力される
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II.IV CBPとは

1⃣

2⃣



プログラミング問題PCIモジュール(CBP)ではプログラム実行
が可能なモジュールであり

Ø プログラム実行後の標準エラーの解読・デバッグ対処能力

Ø アルゴリズムの組み立て能力

が可能
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II.V 演習の目的
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II.V 演習の目的

採点方法の提案

CBPモジュールで作成された問題の採点方
法は，現時点ではソースコードの完全一致

複数の解き方が生まれるプログラミング問題
に，現時点の採点方法は適していないのでは？



CBPモジュールの採点:
ソースコードを含む解答データの完全一致で判定

例）処理の実行順が異なる場合

短冊型コードの解き方はどちらも正しいが

不正解となる
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III.I CBPの採点方法



CBPモジュールの採点の問題点

異なる正しいアルゴリズムの採点を行えない

Ø アルゴリズムでも効率が異なる

Ø 正しいアルゴリズムでも複数考えられる
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III.I CBPの採点方法



採点方法の提案
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III.II 提案採点方法

提出されたソースコードの完全一致

提出されたソースコードに入力を行い，
出力の完全一致



Ø テスト実行するためのテストデータを複数用意する

Ø 受験者が提出したソースコードを複数のテストデータ
を入力として実行し，それぞれの正解出力と比較する
ことで採点する
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III.II 提案採点方法



Ø 提案手法の一部機能を実装するためCBPモジュールの
ソースコード解析等

Ø 提案手法の実装
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III.III 今後の課題


